
r~主話料における 学心：続ける子どもj

「教育」を「教え，育てる」と読むか，「投わる二とによってヲ育つ」〈読む7トλ？「学省」を

「学びラ習うー！と読む仇「学、iませヲ習止、せるJと読む刀か！ l-1t｛育」「学習」¢王体U誰主：／，かと

いう論訟は常にJゆる。 l事iliはt:it育における責，正と主体性は教；河が持＇＇－＇べきであ ;Sと1,＼う主張が短勢

でありラ学才、JfgJ~や道徳、の教科イヒ等ヲ穀育ヲ学一向にまηわる言説の中川j；ラ子どもはミモり身r

やすい。もっともであ、ごと感じると同時に，震にとりてはど忘らでホ良し、ょう 1」恩三る。まぜだtt:,. 

生活科（筆者er）専門である図面ヱ作科志そうであるよう陀）に沿いて 学ぷ／之さいi容は転；却が裁量

って設定て、ぎると土もに，そごの設さしたものが苧習者にjって夜更されでも容認マき3から℃

め心。

本来三の表題にある「学び続りる」ことが可能であるならば， l学ぶ内容」と i学び方」は子ど

も主体vなければならないの教師以先頭に立wって導くこ己によって学i.:J'AJr;けるこLどができムと1:＼ろ

レベルノで、良v'Oノか，子どもが臼主的に学ぶ山容に向かつて子：び方を学fドなぶら学討を進、りること

できるレベノlのごとを言うのか？しや何も矢口ちなけ子どもに勝手ほ学び1コょうえに活動をさせて，そ

れ此「地在はい回る児童市心主義（経験主義）一｜ではないカ ο 「学が続けるJととでさえ，主体は手

どもにあるのかっ「学び続打Jさせるために教師が主体であるのか課題、下、ある。

主活科t立身の回りの世界全てが学習材である。去れは iものJであり，「こと」で

でもある。さらに位空間でありヲ時間でもある。「何に前！味を持って欲しいかJ＇「何を学

「ひj二J

し

いが」を考えるのほ教師約千三割であるが9 そこにどのような「知的な気付きリを買いだすかは学習

者である十竺もに在される。しかL 「地をはい回」らないためにはラそこに授業！二いち枠組みと，

導入（課題提示），展開（探求λまとめ（き察）どいう授業ヂザ＼子ンを教師は考え三必要がある。

生活科の長業を：構想する｜探に9 こらしたヂザインをど三世でおおらかにそして敏密にで、きるかに

よつ亡子どしたち心学ω；土成エ；Eすミiのではなかろうカ－・

L，て：芋；び続ける子どもを｛呆証するのは敦師ι力量マ＝ある。子どもぽi／いつも大人のιいかu逃走

する。教師の設定した授業のZWl:れから逸脱し土うと診る。ある年齢，学年に毒するとたんだん「教

師」＝「大人」の意図を理解しラ無－fj1_i，失理逃げだそうとはしなくなる（大人ιなると言うこ ＜＇－ であ

り，ろ士会化されていく三と） tf，身体位どこにあっても，意識だけが逃避することt：－よく長る

の列、佐ポンヤリと眺める等々入学び続けるという¢比大，人の詰合ではなく， 子ども，7）論理

続けるといろのであれば弓常に逸脱，逃走 朽滞ソ 道行，迷子を容誌しなけtiばなら行い。呆fとし

て現在の学校という制度｛乃中kこそのような余裕（ゆとり！が存主するてあろちか？私Jま生活引の牛

には存在して猷しいと願って十三るし，今年度め附属バ4学校？の生活再t乃研究崎京社そごろした余俗

（ゆとり）を想？としながEの按業運営でちったど考えるJ 「音」といっ？を目に毘えないtの

ろどいろ実践は離しさがありながらもサ楽しさがあった。いや難LV¥'jj;ち、二五；裂しカ、 J たの Cあう

ソハ七れは「学習」とし1うも心よりもヲ子どもたちμ使用レでいた言説「研坑」 Vil［！，＼もの／こっ

た。「研究」はそう千日私点により拡散ずるど阿時に、集中していえ。

学ぶF容を理探させ主務業研究だけではな入学ぶ多様J陛で保証十るため

中で行か九る！？とを量点待すると＇~もに，「学ζ！、結ける J c:：「研突する」子、Jも
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